
  1 乳房再建術は患者の満足度を上げるか？ 

 

■ 推奨               乳房再建術そのものに対する患者の満足度は高い。 

■ 推奨の強さと根拠  1B（強い推奨，中程度の根拠） 

 

根拠･解説  乳房再建術を受けた患者への満足度に関する調査報告は数多く存在する。近年では特に 

patient oriented（reported）outcome による概念が重要な評価法として位置づけられ，2009 年に報 

告されたBREAST-Q（患者主体的満足度調査）を用いた報告が増加している。乳房再建術の基本的 

な術式として，インプラント，自家組織再建，脂肪移植が挙げられるが，そのいずれもが患者満足度 

の向上につながるとする報告がほとんどであり1-8），乳癌患者のもつ心理的損失を改善する効果を有 

するという報告もある9）。その一方で，乳房切除後に再建を受けた症例と再建を受けなかった症例で 

はQOL（Quality of life）には差がないという報告もある10）。 

乳房再建術に際しての術前説明の重要性について言及した報告があり，十分な説明に基づく乳房再 

建であれば結果の不満にはつながりにくく，十分な説明を担うケアナースの役割が重要とされる11）。 

また乳房再建術に対する患者の術前の期待度を正しく評価することも有用であるとされる12）。 

また術後に放射線治療を要する場合は，患者満足度が下がるが，それでもインプラント，自家組織 

再建のいずれもが術後の満足度の向上に寄与し13），術式の比較ではインプラントよりも自家組織に 

よる再建がQOL，知覚回復，合併症の回避という観点から優れる可能性があるという報告がある14）。 

60 歳以上の高齢者は若年者に比べ乳房再建を受ける割合は減少し，再建方法としてはインプラン 

トを選択する割合が高いという特徴があった。しかしQOL は若年女性と比較しても遜色はなく，合 

併症の発生率については年齢によって差はなかった15）との報告がある一方で，全摘のみで再建術を 

行わない患者群では高齢で，術後の気分障害が軽い傾向を示す場合もあることが報告されている。 

 

今後の課題 乳癌切除後の患者の満足度に関する評価方法としてBREAST-Q の有用性が示され， 

これを踏まえたsystematic review が近年，増加傾向である。今後は，患者の満足度に関する評価方 

法，研究デザイン，統計学的手法をより標準化した，ランダム化比較試験（randomized controlled 

trial：RCT）を中心としたエビデンスレベルの高い研究による評価が望まれる。 
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